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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月20日(2008.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験体において認知機能を改善するための組成物であって、該組成物は、
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　ＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストをアセチルコリンエステラーゼインヒビターと組
み合わせて含む、組成物。
【請求項２】
請求項１に記載の組成物であって、前記被験体は、認知機能不全を伴う障害を有するヒト
である、組成物。
【請求項３】
請求項１に記載の組成物であって、前記ＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストは、３－ア
ミノプロピル－（ｎ－ブチル）－ホスフィン酸（ＡＢＰＡ）である、組成物。
【請求項４】
請求項４に記載の組成物であって、１００ｍｇ～２０００ｍｇの１日量のＡＢＰＡが投与
されることを特徴とする、組成物。
【請求項５】
請求項１に記載の組成物であって、前記アセチルコリンエステラーゼインヒビターは、タ
クリン、リバスチグミン、フィゾスチグミン、ガランタミン、またはメトリホナートであ
る、組成物。
【請求項６】
請求項１に記載の組成物であって、前記ＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストおよび前記
アセチルコリンエステラーゼインヒビターが同時に投与されることを特徴とする、組成物
。
【請求項７】
請求項６に記載の組成物であって、前記ＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストおよび前記
アセチルコリンエステラーゼインヒビターが単一の処方物中で投与されることを特徴とす
る、組成物。
【請求項８】
請求項７に記載の組成物であって、前記ＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストおよび前記
アセチルコリンエステラーゼインヒビターが連続的に投与されることを特徴とする、組成
物。
【請求項９】
請求項１に記載の組成物であって、前記被験体は、ヒトである、組成物。
【請求項１０】
請求項１に記載の組成物であって、前記被験体は、アルツハイマー病に罹患している、組
成物。
【請求項１１】
請求項１に記載の組成物であって、最適量未満の量のアセチルコリンエステラーゼインヒ
ビターが投与されることを特徴とする、組成物。
【請求項１２】
請求項１に記載の組成物であって、治療量未満の量のアセチルコリンエステラーゼインヒ
ビターが投与されることを特徴とする、組成物。
【請求項１３】
ＡＣｈＥインヒビターおよびＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストを含む、薬学的組成物
。
【請求項１４】
請求項１３に記載の薬学的組成物であって、該組成物は、固体形態である、組成物。
【請求項１５】
請求項１３に記載の薬学的組成物であって、前記ＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストは
、ＡＢＰＡである、組成物。
【請求項１６】
単位投与量形態である、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項１７】
請求項１３に記載の薬学的組成物であって、該組成物は、液体形態である、組成物。
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【請求項１８】
請求項１３に記載の薬学的組成物であって、該組成物は、単位投与量形態である、組成物
。
【請求項１９】
請求項１３に記載の薬学的組成物であって、前記ＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストは
、３－アミノプロピル－（ｎ－ブチル）－ホスフィン酸（ＡＢＰＡ）である、組成物。
【請求項２０】
請求項１３に記載の薬学的組成物であって、前記アセチルコリンエステラーゼインヒビタ
ーは、タクリン、リバスチグミン、フィゾスチグミン、ガランタミン、またはメトリホナ
ートである、組成物。
【請求項２１】
請求項１３に記載の薬学的組成物であって、前記ＧＡＢＡＢレセプターアンタゴニストは
、ＡＢＰＡである、組成物。
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